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附属書 A 
A.3.5 

 検体が二つ以上に…強さになるまで，20 
mm/min の引張速度で…加える（表 A.1 参

照）。 

 検体が二つ以上に…強さになるまで，ゲ

ージ長 1 mm 当たり 20 mm/min の引張速度

で…加える（表 A.1 参照）。 
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表 A.1 20 mm/min の引張速度の条件例 表 A.1 ゲージ長 1 mm 当たり 20 mm/min
の引張速度の条件例 
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